
国立あゆみ保育園 給食費(副食費)の徴収に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、国立あゆみ保育園において実施する給食の副食に係る費用（以下

「副食費」という。）の徴収に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（副食費及び口座振替手数料の負担） 

第２条 国立市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の規準に関する条例

（平成２６年国立市条例第２２号）第１３条第４項第３号の規定に基づき、国立あゆ

み保育園の食事の提供に要する費用のうち、副食費の支払を教育・保育給付認定保護

者から受けるものとする。口座振替手数料は教育・保育給付認定保護者が負担するも

のとする。 

 

（副食費の額） 

第３条 副食費は、児童１人につき月額３，５００円とする。 

２ 口座振替手数料は５５円とする。 

 

（納入） 

第４条 保護者は、当該月分の副食費を末日までに国立あゆみ保育園に納入しなければ

ならない。 

 

（副食費の減額又は免除） 

第５条 副食費を免除することができる場合は、児童の保護者が次の各号のいずれかに

該当するときとする。 

（１） 国立市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条

例第７条の規定により利用者負担額全額を減額されたとき（国立市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例施行規則（平成２７年３月

国立市規則第２３号）別表第２号の表条件番号の欄１、２又は１３の条件に該当す

る場合に限る。）。この場合において、副食費の免除期間は、利用者負担額の減額が

適用される期間とする。 

（２） 国立市外に住所を有する場合は、当該住所地の市区町村の決定により、利用

者負担額が免除され、又は利用者負担額の全額が減額されたとき。ただし、利用者

負担額の免除又は減額の期間を限定された場合は、副食費の免除期間は、当該免除

又は減額の期間とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、園長は、特に必要があると認めるときは、副食費を減額

し、又は免除することができる。 



 

（減額又は免除の手続） 

第６条 前条の規定により副食費の免除を受けようとするときは、あらかじめ副食費免

除申請書により園長に申請するものとする。ただし、前条第１項第１号から第２号ま

での条件に該当する場合は、その限りでない。 

２ 園長は、前項による免除申請書を受理した場合は、速やかにその内容を審査し、そ

の結果を副食費免除（決定・却下）通知書により申請者に通知するものとする。 

 

（委任） 

第７条 この規程に定めるもののほか、副食費に関し必要な事項は園長が別に定める。 

 

付 則 

 

この規程は令和元年１０月１日から施行する。 

 


